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人
口
は
約
九
、〇
〇
〇
万
人
、
首
都
は
ハ
ノ
イ
で
あ

る
。
公
用
語
は
ベ
ト
ナ
ム
語
で
あ
る
が
、
英
語
を
話
せ

る
人
は
か
な
り
多
い
。
宗
教
は
主
に
仏
教
で
あ
る
。
高

温
多
湿
で
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
で
あ
る
が
、
日
本
の

よ
う
に
南
北
に
細
長
い
国
土
の
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て

天
候
が
異
な
る
。

　

主
な
輸
出
品
は
原
油
、
衣
料
品
、
農
水
産
物
で
あ
り
、

な
か
で
も
コ
メ
の
輸
出
は
世
界
第
二
位
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
コ
ー
ヒ
ー
も
世
界
第
二
位
の
生
産
量

を
誇
っ
て
い
る
。
今
後
、
一
層
の
経
済
発
展
が
予
想
さ

れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
支
え
て
い
る
の
は
、
国
民
平
均
年
齢
二
七

歳
（
日
本
は
四
五
歳
）
と
い
う
豊
富
な
若
手
労
働
力
で

あ
る
。
日
本
は
、
積
極
的
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
行
っ
て
お
り
、

ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
最
大
の
支
援
国
で
も
あ
る
。
後
述

す
る
私
が
従
事
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
鉄
道
の
歴
史
は
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス

領
イ
ン
ド
シ
ナ
時
代
に
建
設
が
開
始
さ
れ
、
ハ
ノ
イ
〜

サ
イ
ゴ
ン
（
当
時
）
線
が
一
九
三
五
年
に
開
通
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
に
よ
り
多
く
の
施
設
が
破
壊
さ
れ
、

劣
化
が
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
応
急
の
復
旧
が
施
さ
れ
、

ベ
ト
ナ
ム
国
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

点
在
す
る
六
橋
梁
の
架
替
を
含
め
た
軌
道
改
修
工
事
で

あ
る
。
工
期
は
二
〇
一
三
年
十
二
月
か
ら
二
〇
一
六
年

五
月
ま
で
の
三
〇
カ
月
で
あ
る
。
当
鉄
道
工
事
は
、
線

路
直
下
で
下
部
工
を
施
工
し
、
上
部
工
は
線
路
閉
鎖

（
四
〜
五
時
間
）
で
新
旧
の
桁
を
横
取
り
架
設
す
る
。
下
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部
工
は
河
川
内
、
上
部
工
は
河
川
上
で
行
う
た
め
、
下

部
工
は
河
川
が
増
水
す
る
雨
季
（
毎
年
十
〜
十
一
月
）

を
除
い
た
乾
季
の
み
の
施
工
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
品

質
や
安
全
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
き
め

細
や
か
な
工
程
管
理
が
求
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
施
工
区
間
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
激
戦
地
域

で
あ
り
、
多
く
の
不
発
弾
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
事
前
に
爆
弾
調
査
を
行
っ
た
。
施

工
時
に
は
、
特
に
場
所
打
杭
及
び
掘
削
土
留
工
、
法
面

工
の
基
礎
施
工
の
際
に
は
最
大
限
の
注
意
が
必
要
で
あ

っ
た
。
現
在
は
す
べ
て
の
橋
梁
の
横
取
架
設
が
完
了
し
、

河
川
の
付
帯
工
事
を
施
工
中
で
あ
り
、
工
期
を
五
カ
月

短
縮
す
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

南
北
鉄
道
に
は
、
改
修
を
必
要
と
す
る
橋
梁
が
他
に

も
あ
り
、
ま
た
、
所
用
時
間
短
縮
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
箇
所
、
ハ
イ
バ
ン
峠
、
ダ
ナ
ン
駅
な
ど
の

改
良
計
画
も
あ
る
。
将
来
的
に
は
複
線
化
、
電
化
お
よ

び
新
線
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で

は
、
都
市
鉄
道
、
高
速
道
路
、
お
よ
び
上
下
水
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
急
務
で
あ
る
。
わ
が
社
は
、
今
ま

で
の
工
事
で
育
成
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
技
術
者
、
作
業
員

に
対
し
て
更
な
る
技
術
移
転
を
進
め
な
が
ら
、
今
後
も
、

良
質
な
施
工
を
行
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

終
わ
り
に

一
九
七
六
年
に
運
行
を
再
開
し
た
が
、
そ
の
老
朽
化
は

進
ん
で
い
た
。

　

ハ
ノ
イ
〜
ホ
ー
チ
ミ
ン
間
は
総
延
長
Ｌ
＝
一
、七
三 

〇
㌔
㍍
、
全
線
非
電
化
、
軌
間
は
一
、〇
〇
〇
㍉
㍍
で
あ

り
、
最
も
早
い
運
行
の
列
車
で
約
二
九
時
間
を
要
し
て

い
る
。
橋
梁
は
老
朽
化
が
激
し
い
た
め
、
安
全
性
向
上

を
日
的
と
し
て
第
一
期
（
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
〇
年
）

九
橋
梁
、
第
二
期
（
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
年
）
一
〇

橋
梁
の
改
修
工
事
が
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
き
た
。
今
回
の
改
修
工
事
は
第
三
期
に
あ
た
り
、

四
四
橋
梁
を
九
工
区
に
分
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
事

業
完
了
後
に
は
、
ハ
ノ
イ
〜
ホ
ー
チ
ミ
ン
間
の
所
要
時

間
は
二
十
四
時
間
に
短
縮
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

　

本
工
事
は
首
都
ハ
ノ
イ
か
ら
九
〇
〇
㌔
㍍
南
に
位
置

す
る
ク
ア
ン
ガ
イ
省
ク
ア
ン
ガ
イ
市
の
三
六
㌔
㍍
間
に

工
事
概
要
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